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単位：千円

22,400

施策全体にかかる合計コストの推移

まちづくりへの参加意識を高め、市民総参加のまちづくりを推進する。
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300人

30年度

29,814

11,788直接事業費

＊岡谷市の現状のうち、この施策にとって強み／弱みとなる要因

7,414 13,181 17,751

26,400

29年度 元年度

合計コスト

人件費 22,400

41,021 44,151

32.7

34,188

今後の外部環境の変化 ＊令和3年度以降に予測される社会・経済などの環境変化のうち、この施策に具体的に影響する要因

不利に働
くもの

施策の現状評価 ＊元年度に施策の目的がどこまで達成できたか、施策の進行状況に関する順調／不調の判断

施 策 評 価 表

＊第5次総合計画における目標指標の達成状況(前期基本計画:元年度～5年度)

5年度30年度
単位

目標値

指標説明

-

①

作成者

施策指標の達成状況

283

2年度(予算)

＊項目6より「直接事業費」「人件費」の合計を自動表示

27,840

33.6
審議会などにおける女性委員
の登用率

％

年度元

１次評価日（課長等）

２次評価日（部長等）

評価対象年度 令和

●施策の実施内容（DO）

実績値 達成率 目標値実績値

286

施策指標名

市政懇談会の延べ参加者数

元年度

81.0%

②

●施策の評価（CHECK）

少子高齢化。人口減少。

32.4

2年度
目標値

300

29年度

法律や条令に基づいて設置する審議会等及び有識者などから意見聴取し、市政へ反映することを主な目的とし
て、市が規則や要綱等に基づいて設置する会議等における、女性委員の占める割合。

実績値

280

40.0

指標説明

施策名

企画政策部 企画課

第５次総合計
画におけるこ
の施策の目的

③

・市民参画の推進では、第５次岡谷市総合計画の策定に向けて、市民アンケートを行うとともに、市民
との対話を大切にするため市政懇談会等を開催し、市民総参加の機会の拡充を図った。
・地域コミュニティの醸成では、区長会へ情報提供等を行い、地域との連携を図った。
・男女共同参画の推進では、男女共同参画おかやプランⅤに基づき各種事業を推進するとともに、市民
との協働による意識啓発を行うため、講演会等を実施した。

283

指標説明

102.1%

施策の概要

木下　稔

15-1

この施策の主
な内容

多様化・複雑化・高度化する市民ニーズに対応するため、行政だけでなく市民総参加に
よるまちづくりを推進するとともに、市民一人ひとりが性別に関わらず個性や能力を発
揮し、あらゆる分野で活躍することの出来る男女共同参画社会の実現を目指す。

担当部課 課等

有利に働
くもの

特になし。

岡谷市の
強み

男女共同参画の推進においては、長野県男女共同参画センターが岡谷市内に設置されていること。また、
男女共同参画推進市民の会が組織され、積極的に活動している。

岡谷市の
弱み

特になし。

市民総参加の推進 コード

まちづくりへの参加意識の醸成、広報広聴活動の充実、あらゆる分野における女性活躍
の推進

様式第６号
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 ●基本的な考え方

 ●令和３年度の優先度

優先し
て実施
する分
野

市民総参加のまちづくり推進事業について、様々な手法により市民への情報発信や意見聴取の
機会の充実を図っている。しかしながら市政懇談会や市の行事などへの参加を促し、より幅広
く意見を聴取できるよう取組む。
引き続き、近い将来まちの担い手となる高校生のまちづくり参画に向けて、積極的に取り組
む。

男女共同参画推進事業について、男女共同参画おかやプランⅤが令和元年に終了することか
ら、令和２年度からスターとする新たに男女共同参画おかやプランⅥの策定を行う。

令和３年度　施策を構成する事務事業の方向性

見直し
を行う
分野

様
　
　
式
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内
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＊優先して実施する分野＝優先度がA・Bの事業：拡大する事業や新規事業の内容、優先的に実施する理由
＊見直しを行う分野　　＝優先度がC・Dの事業：見直しの内容、見直しや廃止をする理由
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＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。
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●改善の内容（ACTION）／次年度の計画（PLAN）
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